社会主義のパワー都市

―中国の現代建築事情―
■はじめに■

　私がこれまで扱ってきたテーマは、“中国現代アート”です。昨年度のゼミ論では、現代アートの先駆け的作品（1970年代）から現在に至るまでの作品を取り上げ、中国社会や文化、人々の精神性といったものを探ってきました。そして、今回もその延長としてのテーマ設定になります。しかしなぜ建築なのか？それは、最近の中国における建築ブームにインスピレーションを得たためです。この最先端のブームの裏には知られざる中国がある、そう思い次なるターゲットとして“中国現代建築”を取り扱うことにしたわけです。今、世界中の建築家たちはなぜ中国に注目するのでしょうか？そして、中国はなぜ彼らを積極的に受け入れようとしているのでしょうか？

　

■社会主義（共産主義）と近代建築■

□CCTV（中国中央電視台）　byレム･コールハ―ス

昨年12月、中国最大のテレビ局であるCCTVの新本社屋設計案のプレス発表会、および調印式が行なわれた。最終決定まで完全な匿名状態で進んだコンペ、選出されたのはオランダ人建築家レム･コールハ―ス。なぜ彼の案だったのか…

【特徴】
・ループ型デザイン：テレビ局の運営に必要な機能の循環性、空調や水、電力といったインフラの循環性を考えた結果の形

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　従来の摩天楼の既成概念を打破する結果となった

・クモの巣状の構造体（張力がより多くかかる部分はネットが密）

・TVCC（ホテル・文化複合施設）との共存

・風土と材料のマッチング（黄砂の影響を受ける北京の濁った空気を考慮）


案自体には、高度なデザイン力、従来の摩天楼へのカウンターや環境への考慮が際立つ。

【コールハ―スを取り巻く環境（活動）】

・OMA

・ハーバード都市リサーチ

・AMO

コールハ―スにとってこれら組織の役割とは、

「近代化のエキスパート」

「現代の文化・政治の中で生き抜くための、たゆまざる調整プロセスのエキスパート」

「変転プロセスのエキスパート」

つまり、彼の一連の活動は、CCTVに関して言えば、まず一つには中国の政治や歴史、経済成長、人口に関する現状、共産党支配の国家構造などそれが影響を受けているだろうすべてに対する入念なリサーチをするという役割として、またそれによってさまざまな批判を内在させ、それをプレッシャーに変えていく役割として反映されているのである。そうしたコントロールを自ら行なうことで、それらのリサーチを戦略的に応用させ、また直感を働かせることができるのだという。


彼の設計案が選ばれたのは、テレビ局がどう機能するかという無国籍な観点からのアプローチではなく、ある程度中国の文化、政治的なものを基盤とした直感的アプローチを含んでおり、それが中国の都市における建築のあり方の提案として受け止められたからなのかもしれない。

□オリエンタルアートセンター＆北京国立オペラハウス　byポール･アンドリュー
【二つの建築に共通の特徴】
・美しい曲線、楕円型

・最近の新建築に見られる中国の伝統的意識（中国式屋根など）は見られない

ポール・アンドリューは空港設計で知られる建築家だが、今や中国ではこうした劇場建設にも多く関わっている。オリエンタルアートセンターもオペラハウスも2004年完成予定。

■上海ポストモダン■

□浦東の摩天楼群

【特徴】
・1990年代からのドラスティックな経済成長の過程で建てられた

・スピード性

・機能性とは無縁の装飾（球体、アンテナ、UFOモチーフなど）

□上海バイオシティー計画　byルイジ・コラーニ

【特徴】
・空から見ると女性のボディーの形

・共生の実験都市

・上海市長のお墨付き

バイオシティーは地下30ｍ、広さは約10ｋｍ×5ｋｍに及ぶ。この都市には主に学術機関が入り、巨大なシンクタンクになるという。男女は半々、約1万5000戸の住居が作られて、どうしたら互いに理想的な生活を送れるかを研究する都市。エネルギー、環境、建築、医学、精神科学といったあらゆる分野の実験を行なう街。

＜なぜ中国？＞

1993年、中国が市場経済導入に積極的になった頃、中国側が招聘したい外国人のリストのトップにコラーニが挙げ、その後まもなくコラーニに上海大学のポストを用意。

↓

中国にはバイオシティーを受け入れられる土壌がある

このプロジェクトは、すでに模型もできており、資金面においても交渉が進んでいる。また、住居を購入している大学でてきている。2010年の上海の国際博覧会までに完成予定（！？）

■おわりに（考察・疑問）■

コールハ―スはインタビュー（『建築文化』）の終わりにこんなことを言っている。「歴史の層と共産主義の美学に親しむこと。共産主義のシステムが目に見えて変容を続けていく中に身を置くこと。―それがいい。」

しかし、私はこれをみて、「なるほど、だからコールハ―スなのか」と感じたと同時に矛盾も感じた。中国は一党独裁の社会であることを忘れてはいけない。共産主義の理念を掲げていても、市場経済によって社会を調整し続けていくのであれば、共産主義社会は望めない。つまり中国は社会主義を脱することはできないし、むしろ社会主義の先、目指すところの共産主義へ進もうとはしていないのではないか？となると、なぜコールハ―スら海外の建築家がこぞって中国に注目するのか？あるいはなぜ中国は積極的に彼らを受け入れようするのか？といった疑問に立ち戻ってしまう。そこで、私はそこにある答えを見出してみた。すなわち資本を絶対肯定するコールハ―スが中国に思いを馳せるのは、何を隠そうそれが市場経済システムをもつ社会主義国家であるからなのではないか、という答えだ。

1978年以来進められている中国の改革開放政策は、企業自主権の拡大、市場経済を推し進め、対外開放による外国資本・技術の導入を図ってきた。そしてそれは現在進行形だ。よって中国において共産主義社会は理想郷でありつづけ、この政策が進むかぎりこの国は独自の社会主義を貫くことになる。現代の建築家たちはそんな社会主義国家であるからこそ、今までにない新たな創造の場を求めているのではないだろうか？彼らのある種アーティスト的感覚、夢のデザインは、複雑化してしまった資本主義社会ではおそらく実現され得ないものだ。もちろん中国にとっては、現代建築・都市開発も一党独裁を正当化するための手段でしかないかもしれない（市場経済導入によってそれがカムフラージュされているように感じられるから）。けれどそうした姿勢は一方で、世界の建築家たちに、夢をかなえるための場を提供していることになるのではないだろうか？だから建築家の中には希望に満ちた国、よりよい世界、新世界などと中国を絶賛する声が少なくない。新たな発想を受け入れられる土壌をもつ中国であるからこそ追求できる夢というものがあるのだろう。そうした希望がこの国が今注目される所以であるのではないだろうか。矛盾（共産主義・社会主義⇔資本）をパワーにかえてしまう国、中国はこれからどのような道を進でいくのだろうか？もし夢の建築、夢の都市が実現し得る国なのだとしたら、そこにあるのはやはり社会主義なのだろうか？それとも…？？

※今回は限られた資料の中での考察であるため、海外建築家の視点、客観的視点からの範囲の狭い解釈に留まっています。そこで、今後の方向としては中国側の視点も取り入れつつ、さらに広い視野でこの国に迫っていきたいと考えています。

■用語解説■

レム･コールハ―ス

1944年、オランダ生まれ。1932年に渡米、75年ロンドンで設計事務所OMA（建築・都市設計集団）を共同設立、78年『錯乱のニューヨーク』を出版、一躍脚光を浴びる。82年ラ･ヴィレット公園コンペ案が世界的な話題作となり、80年代末からフランス新国立図書館、ZKM、クンスタルなど斬新な構想・作品を続々と発表、建築界に大きな影響を与えた。現在４つの大規模建築が建設中、そして2002年末には中国中央電視台の設計者に。最近はAMO（都市およびブランド・IT戦略構想）の発足とともにメディアや政治の分野にも活動の場を広げている。1995年ブルース・マウ『S,M,L,XL』を出版。同年ハーバード大学教授となり、意欲的に都市リサーチを開始。2000年プリツカー賞受賞。2003年秋にはベルリンのナショナルギャラリーで大規模な展覧会が行なわれる。

CCTV（中国中央電視台）
中国の国営放送である中国最大のテレビ局。視聴者数は十億人以上、中国全人口の九割に当たる。

OMA

コールハ―ス率いる建築・都市設計集団。

ハーバード都市リサーチ

1995年にハーバード大学に招聘されたコールハ―スが、世界中から集まった学生たちと共に始めた世界規模の都市リサーチプロジェクト。都市、地方、国境を越えた地域、といった地理的なまとまりが、政治その他の力学によって常に変容していく、その実態を捉えようとする。しかし、これは単なる分析や観察に留まることはなく、目的はそれを戦略的に応用し、都市の本質や形態、あるいは設計対象の背景に対して主観的な解釈をしていくことである。

AMO

ハーバードをきっかけに成立。コールハ―スは「さまざまな批判を内在化し、それを常にプレッシャーに変える装置」であると述べている。AMO誕生の鍵となったのは90年代前半に多くのクライアントが自己表現の方法を考え直す必要に迫られたこと。それには必ずしもビルの新築は必要ない。建築や都市に関わらずあらゆる状況を設定し直し、自主的に軌道を定めていく活動・集団。

ポール･アンドリュー
フランス人建築家。1970年代から携わるシャルル･ド･ゴール空港ほか世界各地で19の空港プロジェクトを手がける。デファンス新凱施門、関西新空港ターミナルコンセプト、大阪海洋博物館＜なにわの海の時空館＞など多岐に活躍。

ルイジ･コラーニ
1980年代は日本に暮らし、90年代は上海と、身軽かつ的確なフットワークでデザイン界に君臨する。最近はバイオシティー計画以外にも、中国の飛行機デザイン開発が実現、今年航行の予定がある。
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